研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　　青南病院　看護Ｇ　　　職　種　AOM　　　　氏　名　佐々木　健之

	期　　間　　平成23年7月14,15日　　（2日間）

	出張目的　　日本精神科病院協会　第39回精神医学会

	出 張 先　　札幌コンベンションセンター

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


＜全体考察＞

　　一昨年に続いて、精神医学会においての発表の機会をいただいた。今回、「職員への禁煙指導」テ

ーマとした内容での発表となったが年々、各病院での禁煙対策、活動に関する発表が多くなってきた

と感じている。

　それ以外の発表で目立ったのは各職種が個々に行った研究内容よりいわゆる「多職種協働」での研

究発表（事例）が多かった。精神科医療では永く「多職種協働」が言われてきたが、近年になり一層、

チーム医療としての取り組みが求められる（治療・ケアとして効果を発揮できる）ようになっている

と感じた。

　ポスター発表であったため、2日目のほとんどはポスター前での質疑・応答（以下に記載）のため、

他発表などを十分に聞くことが出来なかったが、精神医学会に参加することは自己研鑽はもちろん、

自己の精神科看護に関するモチベーションを高めるものである。あらゆる面で吸収できるものが多く

自身のためになるもの（なったもの）と思っている。

＜1日目＞

１、精神科医療の現状と将来展望･･･日本精神科病院協会会長　山崎　學

　　平成21年9月に出された精神保健福祉医療の更なる改革に向けてで精神病床35.1万床について7万床の減少を促進すると今後の政策展開が示唆されている。これまでの精神科医療の歴史は低医療費・隔離収容型で政策だったが、今後は地域生活中心への政策転換が行われていく。精神科病院においても入院患者の高齢化が進み、少子化によって統合失調症の患者は減少傾向であり、認知症、気分障害の患者が増加傾向である。

　　これらから、これまで統合失調症モデルで行われてきた精神科病院経営計画にも大きな影響が出てくるであろう。

　　アウトリーチを使った早期介入、危機介入、入院期間の短期化により地域で精神障がいを見ていくことが必要になると思われる。

（総括）

　ここ数年で精神科医療の方向性が大分具体化してきたように感じる。前期にあるように、今後はこれまでの療養型の入院加療ではなく、短期入院、集中治療、そして地域医療をプロセスとした治療展開が必要になってくるであろう。

　各自治体においてもアウトリーチ事業の展開や専門センター（認知症など）の設置が進められているところである。

　　当院においても機能分化（ユニットケア）を展開しているところではあるが、院内のみではなく、院外(外来･訪問看護)での地域医療の展開システム構築の必要があると感じる。

２、スライド発表

　　医療安全文化の確立を目指した考察　神奈川県　医療法人積愛会　横浜舞岡病院

　　アクシデント報告は十分に整えられているが、インシデント事例の報告が不十分である。

1 インシデント率の高い業務を明らかにする。

2 重要度、危険度（潜在的評価）別の分析を行う。

3 インシデントで多いのは転倒・転落。対象を個別ではなく原因分析ごととする方法をとる。

4 様々な要因がある中で患者要員、職場環境、体制組織の要員、担当職員別のファクターがあることが分かった。

5 潜在的因子が多くスケール評価を実施。

　　（総括）

　　　　当院でも報告体制は整えられているものの、インシデント報告は十分ではない。

　　　またアクシデント報告が先立ち、危険予測が不十分にある。結果、招かなくても良い事故を招くこととなっている。

　　　　今期より、インシデント報告体制の見直しと、事故発生ミーティングを導入しているところである。

＜２日目＞

· 午前最後に発表を控えていたため、発表前後、発表時の質疑応答について記載する。

1、 Q：禁煙する職員の決心はどれくらいのものなのか？

A：人によっては禁煙を望んでいないスタッフもいる。しかし、このような職業である以上、健康の概念を考えてもらい、意識付けるかかわりを持っている。

　Q：禁煙補助具はどのように提供しているのか？

　A：全て法人もちである。よって、使用時には宣誓書を書いてもらい、個人でがんばるのではなく、法人もバックアップしているという姿勢を見せている。

　Q：禁煙コーディネーターの主な役割は？

　A：定期的な面談と精神的フォローである。

　Q：ハード面での対応は？

　A：職員休憩所などの喫煙できる場所を撤去した。

　Q：患者さんへの指導は？

　A：患者への指導をするためにはその職員が禁煙していなければならない。そのために職員への啓発活動、援助を行っているところである。今後は患者への指導・教育につなげていきたい。
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